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教育プログラムを活用したきっかけ

ネットワーク協議会のメルマガで、実施校募集情報を配信　
■三菱自動車工業株式会社「体験授業プログラム」
　以下の２つのプログラム実施希望校募集についての情報
を、教育支援コーディネーター向けのメルマガで配信しま
した。メルマガを見たコーディネーターが、学校にその提案
をしたことで、都内４小学校での実施が実現しました。
＜プログラム内容＞
・環境編　自動車産業と環境との関係についての説明、エコ
部品クイズ、電気自動車『i-MiEV』の試乗体験。
・デザイン編　自動車の開発からデザインができるまでに
ついての説明、デザイナーとスケッチ体験、クレイモデル
（専用粘土で出来た車のモデル）をモデラー※と一緒に削る
体験。
※２次元であるスケッチを、クレイで立体化する職種

環境編

デザイン編

学校と「ネットワーク協議会」会員団体とが連携協力した事例

化学とオリンピックのつながりを知る 場面　授業（世田谷区立尾山台中学校）
教育プログラム　「カガクのチカラ」（ダウ・ケミカル日本）

　ダウ・ケミカルは、オリンピックのワールドワイドパートナー※
として、化学の分野から、オリンピックの開催と開催都市を支援し
ています。今回、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大
会が開催されるに当たり、学校で教育プログラムを実施する教育
事業を企画しました。「ＮＰＯ法人じぶん未来クラブ」と協働で「カ
ガクのチカラ」を作成し、ＮＰＯの担当者が、区内の教育支援コー
ディネーターに相談して、モデル実施が決定しました。
　授業は、社員ナビゲーターと大学生スタッフが進行します。社員
が１人ずつ入ったグループで１０秒自己紹介をした後、アスリー 
トが記録を伸ばしてきた裏にある「化学」について紹介していきま
す。シューズ、棒高跳びのポール、水着等の素材の開発によって選

手の能力を引き出してきたことに、生徒たちは驚きます。「化学」は
苦手という生徒がいましたが、実験を含めた授業に引き込まれて
いく姿がありました。
　後半は、社員の「お仕事ストーリー」として、社員が仕事の中で壁
を乗り越えた経験談を聞きます。最後に今日の授業で感じたこと
についてグループワークで話し合い発表するという幅広い内容の
プログラムでした。
　生徒からは、「スポーツの記録を化学の力で縮めることができる
なんてすごいと思った。」「あきらめないで、頑張ることの大切さを
知った。」「一つの製品を作るのに、たくさんの工夫や努力が必要な
ことを知った。」等の感想がありました。

ファッション・デザインの
仕事への思いを知る

場面　高校生対象の夏休み期間の講座（校外、希望生徒）
教育プログラム　　ファッション職業理解推進講座（文化服装学院　生涯学習センター）

　新宿駅にほど近い文化服装学院では、毎年夏に高校生を対象と
した３日間の講座を開催しています。今年で１０回目となるこの
講座は、ファッション業界の今と、ものづくりの魅力を伝え、
ファッション業界に関わる様々な職種の方と高校生が接すること
ができる機会となっています。他県からも参加者があるこの講座
に、今年度は都立高校５校、都立葛飾ろう学校の生徒が参加しまし
た。
＜平成２９年度の実施内容＞
１日目　７つの講座（ファッション業界の仕事とは、子供から高齢
者、障害のある方のファッション、ＩＴ・ＩoＴを活用した新しい製

造業の形、バレエ衣装の世界　等）
２日目　２つのコースに分かれてバスで訪問
○ファッション産業・・縫製工場、日暮里繊維街、アパレル企業等
○“手に職”のちから・・染色工場、シェアファクトリー、高級服直し
職人工房等
３日目　先輩クリエーターとの交流、知的財産について、振返り
　葛飾ろう学校からは、昨年度は教員のみが参加しましたが、今年
度は２名の生徒と、通訳として教員も参加しました。
　生徒からは、「工房を見学して、“服づくりは人づくり”という社

法が心に残った。」
「実際に働いている
方達から率直な話を
聞けて良かった。」
「 ど の 職 種 で も 、
ファッション全体の
知識がなくてはなら
ないことがわかっ
た。」等、この講座で
出会った多くの方の
ファッションへの思
いが伝わる体験に
なったようです。
　

振返りのグループ発表。大切なのはチームワークと
感性を磨くことと意見をまとめました。

一点ものの縫製工場では、若い職人への

技術の伝承について説明を聞きました。

陸上ホッケー競技の人工芝は、色を変え
てボールを

見やすくしています。
２つの物質を混ぜ合せると、壁の断熱や車のシートに使われている物質ができました。

学校と「ネットワーク協議会」会員団体とが連携協力した事例

※IOC（国際オリンピック委員会）をサポートする世界規模のスポンサー。世界で１３社。

教育プログラムを活用したきっかけ

放課後子供教室※のコーディネーターの紹介

■株式会社ＷＩＮＮＥＲＳ　
教育支援活動に関わることで、自分の活動範囲が広がっています。
中根千里さんにインタビューしました。

■ＮＰＯ法人コモンビート「世界のダンス体験教室」
　「教育支援コーディネーター・フォーラム」で出会った放課後
子供教室のコーディネーターが、担当する学校で以下のような
教育支援プログラムを実施していることや、区内他各校のコー
ディネーター間の情報交換で、実施校が広がっています。
＜プログラム内容＞
・世界のダンス体験教室：様々な国の音楽やダンス、文化に触れ
るゲーム等を行い、身体いっぱいに表現することを楽しむプロ
グラムです。

　　

　室内での学習支援や、体験活動、校庭や体
育館のスポーツ活動等に、地域の方だけでは
なく、企業・ＮＰＯ等の教育プログラムも活
用されています。

　中根さんの会社は、建築・運送・警
備等の分野の求人情報誌を発行し
ています。営業と広報を担当する中
根さんが教育と接点を持ったのは、
教育支援団体のゲスト講師として、
小学校を訪問したことからでした。
建築について知ってもらうプログ
ラムを実施しています。

■小学生対象のタイル工作プログラム
　フォーラムでの出会いから、放課後子供教室コーディネーター
から連絡を頂いています。実施に当たって難しいのは、会場の調整
です。タイル目地を練り、盛り付ける作業をするので、床をシート
で保護しやすく水場が近い場所の確保をお願いしています。美術
の時間というお話もあり、実施時間を短くできないか検討中です。

■都立高校生の工事現場訪問
　ネットワーク協議会の事務局から、
高校生の職場訪問ができないかと相
談があり、分譲マンションの新築工事
等の現場訪問を実施しました。工事の
説明と見学、左官体験等の内容です。
異なる職種の若手職人達から、仕事の
やりがいや仕事についたきっかけ等
を話す場も作りました。求人情報誌で当日の様子を紹介したところ、
現場を是非見せたい、という声が他の企業から届いています。
　
■ゲスト講師の活動も拡大
　教育支援コーディネーターフォーラムで他の団体の方とお会いし
たことから、その団体のゲスト講師として高校生に話す機会ができ
ました。子供たちには、体験の中での達成感や、驚きや疑問でも良い
ので、感じ考えてほしいと思っています。体験だけではないプログラ
ムを、コーディネーターや企業の方達と一緒に作っていきたいと思
います。

　 　

オリンピック・
パラリンピック教育推進の
時間でも活用されています。

小学校５年生の社会科
単元「自動車をつくる工業」
で活用されています。

※放課後子供教室
　小学校等を活用して、放課後や週末等に子供たちが安全・安心に活動できる場所を確保し、子供たちに様々な体験などの機会を提供する取組です。

4 とうきょうの地域教育№ 130　平成 29（2017）年 12月 5日


